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　退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険

（
以
下
国
保
）
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手

続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　ま
た
、現
在
国
保
に
加
入
し

て
い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
も
、
14
日
以
内
に
脱
退

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書

類
。
加
入
＝
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
証
明
書
。
脱

退
＝
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の

両
方
の
保
険
証
。届
出
先
／
市
民
・

国
保
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
に
必
要
な
、
予
備
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

開
催
日
／
５
月
13
日（
土
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
。場
所
／
消

防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味

方
町
）。受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。そ
の
他
７
千
円
。※

テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。申
込
み
／
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）０
１
１
９

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
を
対
象
に
母
子
家
庭
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
他
の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
調

整
が
行
わ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
に

対
象
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
月
割
で
返
納
が
必
要
で

す
。
申
請
／
毎
年
必
要
。
５
月
31

日（
水
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
。

期
限
以
降
の
申
請
は
支
給
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
３

　中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て

い
る
人
は
、
民
生
児
童
課
か
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
５
月
31
日

（
水
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

　木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）
２
６
３
９
、（
42
）

　４
２
５
０

　市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
「
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
費
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
か
ら
、

交
付
金
額
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、回
数
制
限
を
な
く
し
ま
し
た
。

対
象
／
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防

災
資
機
材
の
購
入
や
活
動
な
ど
に

要
す
る
経
費
。交
付
額
／
初
回
は
、

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
４
分

の
３
以
内
で
上
限
８
万
円
。
２
回

目
以
降
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
３

万
円
。
改
正
前
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
場
合

は
、
改
正
後
の
初
回
の
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
回
目
以
降
の

補
助
金
は
、
回
数
制
限
な
く
３
年

ご
と
に
１
回
交
付
し
ま
す
。

問
防
災
課

　☎（
42
）４
２
２
２

　農
用
地
な
ど
を
貸
し
出
す
「
農

地
中
間
管
理
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）
で
は
、

農
用
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る
人

を
年
２
回
に
限
っ
て
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
通
年
で
募
集
し
ま
す
。
一
度

応
募
い
た
だ
け
ば
、
辞
退
さ
れ
る

ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権
利

が
継
続
し
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　農
林
課
☎（
42
）４
２
６
６

　市
は
保
健
事
業
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
総
合
健
康
診
断
の
費
用
を

８
割
助
成
し
ま
す
。
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
の
同
健
診
の
自
己
負
担

は
２
割
で
す
（
事
前
に
申
請
が
必

要
）。

対
象
／
市
国
民
健
康
保
険
に
続
け

て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
対

象
外
。
助
成
内
容
／
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り

半
日
）を
受
診
す
る
費
用
の
８
割
。

受
診
日
／
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

で
希
望
日
を
調
整
。
申
請
／
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
・
国
保

課
か
各
病
院
へ
。
そ
の
他
／
各
病

院
の
受
け
入
れ
可
能
数
と
市
の
予

算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ク
マ

の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方

か
ら
早
朝
は
ク
マ
の
活
動
時
間
帯

で
す
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。万
一
の
た
め
に
、

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク
マ
の

エ
サ
と
な
る
も
の
は
、
屋
外
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。受
付
は
各
ス
タ
ー
ト
時

間
の
30
分
前
厳
守
。競
技
内
容
／

２
㌔
＝
小
学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔

＝
小
学
４
〜
６
年
生
、
中
学
生
▽

５
㌔
＝
中
学
男
子
、高
校
生
、一
般

▽
10
㌔
＝
高
校
生
、一
般
。参
加
費

／
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、

高
校
生
・
一
般
＝
２
５
０
０
円
。

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
（
払

込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２
日

（
火
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
９
月
５
日
の

毎
週
火
曜
日
。
午
後
７
時
〜
９
時

（
８
月
15
日
は
除
く
）。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）。

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
／
３

２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て

５
月
12
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
交
付
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に

取
り
組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募

集
期
間
／
５
月
31
日（
水
）ま
で
。

交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、
対

象
経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額

（
交
付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応

じ
30
〜
６
６
６
万
円
な
ど
に
分
か

れ
ま
す
）。
申
請
方
法
／
所
定
の

申
請
書
を
市
役
所
市
民
協
働
課

か
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　春
の
里
山
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
事
前
に
電
話
で
市
観
光
協

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
も
完
全
予
約
制
で
最
少
催
行

人
数
は
６
人
以
上
、
参
加
費
は
５

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）。
昼
食

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

―

綾
部
・
水
源
の
里―

老
富
の
シ

ャ
ガ
群
生
地
を
訪
ね
る
＝
日
時
／

５
月
６
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
ご
ろ
。
集
合
・
解

散
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
コ
ー
ス
／
水
源
の

里
老
富
、
市
茅
野
集
落
・
シ
ャ
ガ

群
生
地
を
巡
る
約
10
㌔
（
歩
程
）。

備
考
／
小
雨
決
行
。
別
途
往
復
バ

ス
代
１
０
０
０
円
必
要
。
予
約
締

切
／
４
月
22
日（
土
）午
後
５
時
ま

で
。

―

逸
話
で
め
ぐ
る―

「
歴
史
人
物

Ｉ
Ｎ
♡
あ
や
べ
」＆
綾
部
バ
ラ
園

観
賞
＝
日
時
／
５
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

ご
ろ
。
集
合
・
解
散
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。

コ
ー
ス
／
南
ヶ
丘
公
園
や
花
街
・

月
見
町
、
熊
野
神
社
な
ど
を
巡
る

約
７
㌔
。
備
考
／
雨
天
中
止
。
予

約
締
切
／
５
月
18
日（
木
）午
後
５

時
ま
で
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
７
９
、
女
１
７
２
０
６
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
０
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　 

加
入
・
脱
退

平
成
29
年 

第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
補
助
金

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

農
用
地
の
借
受
け
を
通
年
募
集

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
特
集

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　  「
入
門
課
程
」

5

　
　人
生
泣
き
笑
い

　人
は
た
い
て
い
「
オ
ギ
ャ
ー
」

と
泣
い
て
、
こ
の
世
に
生
ま
れ

て
く
る
。
そ
し
て
周
り
は
満
面

の
笑
顔
で
新
し
い
命
の
息
吹
を

祝
い
、
そ
の
子
の
前
途
洋
々
な

人
生
を
願
う
。
一
方
で
死
に
面

し
た
時
、多
く
の
人
は
涙
す
る
。

故
人
の
元
気
な
生
前
の
姿
に
想

い
を
巡
ら
し
、
こ
の
世
で
は
も

う
会
え
な
い
こ
と
を
悼
み
泣
く

の
が
常
で
あ
る
。

　過
日
、
と
あ
る
葬
儀
に
参
列

し
た
際
の
こ
と
。
遺
族
の
方
い

わ
く
、
故
人
は
こ
の
世
に
満
足

し
て
あ
の
世
に
逝
か
れ
ま
し

た
。
行
き
た
い
所
は
ど
こ
へ
も

行
き
、
食
べ
た
い
も
の
は
ぜ
ん

ぶ
食
べ
て
、
思
い
残
す
こ
と
な

い
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
ー

と
。
美
し
く
化
粧
さ
れ
た
顔
は

確
か
に
安
ら
か
で
、
微
笑
さ
え

湛
え
た
表
情
は
遺
族
の
言
葉
通

り
、
未
練
の
な
い
人
生
を
全
う

さ
れ
た
も
の
と
拝
察
し
た
。

　あ
の
世
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
、
あ
れ
ば
そ
れ
は
極
楽
か
地

獄
か
ー
の
論
議
は
宗
教
家
に
委

ね
る
と
し
て
、〝
生
〞と〝
死
〞は

人
の
生
に
お
け
る
究
極
の
節
目

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
人
生
の
終

わ
り
を
笑
っ
て
迎
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
そ
の
人
の
〝
生
き

様
〞
そ
の
も
の
が
表
れ
る
瞬
間

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　生
き
る
こ
と
は
決
し
て
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
栄

枯
盛
衰
は
世
の
習
い
。「
苦
楽

は
糾
え
る
縄
の
如
し
」
と
も
言

う
。
歓
喜
の
中
で
泣
い
て
生
ま

れ
て
く
る
の
が
赤
ち
ゃ
ん
な
ら

ば
、
人
生
の
終
焉
は
周
囲
の
悲

し
み
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
本

人
は
満
面
の
笑
顔
を
遺
せ
る
生

涯
を
送
り
た
い
も
の
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

定
め
ら
れ
た
委
員
。
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
児
童
委
員
と
兼
務
す
る

た
め
「
民
生
児
童
委
員
」
と
総
称

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

活
動
分
野
は
▽
介
護
や
子
育

て
、
進
学
資
金
、
生
活
費
、
就
職

な
ど
、
生
活
全
般
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
の
相
談
▽
通
学
路
等
の
危

険
個
所
の
点
検
▽
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
等
へ
の
訪
問―

な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
内

容
に
応
じ
て
専
門
機
関
と
の
連
絡

調
整
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
委
員
が
中
心
と
な

り
市
内
11
か
所
で
子
育
て
支
援
サ

ー
ク
ル
を
運
営
。
就
学
前
の
幼
児

の
遊
び
の
場
、
親
同
士
の
情
報
交

換
の
場
の
提
供
も
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
特
長
は
、
共

に
地
域
で
暮
ら
す
生
活
者
と
し

て
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動

を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

主
任
児
童
委
員
も
含
め
て
１
４
４

人
が
従
事
。
課
題
を
抱
え
な
が
ら

孤
立
す
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ

る
、
最
も
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
連
絡
先
や
活

動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
民
生
児
童

課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。
今
月
全

戸
配
布
さ
れ
た
民
児
協
だ
よ
り
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

困ったときは民生児童委員に連絡を

地域の身近な相談相手

民生児童委員
　本年度、制度創設１００周年を迎える民生委員・児童委員。
今回は、その活動を紹介します。

生
活
全
般
に
わ
た
り
援
助

１
４
４
人
が
活
動

ひとり暮らしの高齢者の交流会も主催ひとり暮らしの高齢者の交流会も主催

86

　地域での見守りや訪問
のほか地域包括支援セン
ターへの相談などネット
ワークで支えます。

　子育てサロンで親同士が
交流する機会を提供。ちょ
っとした悩みでも耳を傾け
ます。

１人暮らしで
体調が不安

例
初めての
子育てで不安

例

い
た

あ
ざ
な

ご
と

し
ゅ
う
え
ん

の
こ

た
た

ま
っ
と

い

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

　退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険

（
以
下
国
保
）
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手

続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　ま
た
、現
在
国
保
に
加
入
し

て
い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
も
、
14
日
以
内
に
脱
退

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書

類
。
加
入
＝
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
証
明
書
。
脱

退
＝
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の

両
方
の
保
険
証
。届
出
先
／
市
民
・

国
保
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
に
必
要
な
、
予
備
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

開
催
日
／
５
月
13
日（
土
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
。場
所
／
消

防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味

方
町
）。受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。そ
の
他
７
千
円
。※

テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。申
込
み
／
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）０
１
１
９

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
を
対
象
に
母
子
家
庭
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
他
の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
調

整
が
行
わ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
に

対
象
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
月
割
で
返
納
が
必
要
で

す
。
申
請
／
毎
年
必
要
。
５
月
31

日（
水
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
。

期
限
以
降
の
申
請
は
支
給
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
３

　中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て

い
る
人
は
、
民
生
児
童
課
か
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
５
月
31
日

（
水
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

　木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）
２
６
３
９
、（
42
）

　４
２
５
０

　市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
「
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
費
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
か
ら
、

交
付
金
額
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、回
数
制
限
を
な
く
し
ま
し
た
。

対
象
／
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防

災
資
機
材
の
購
入
や
活
動
な
ど
に

要
す
る
経
費
。交
付
額
／
初
回
は
、

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
４
分

の
３
以
内
で
上
限
８
万
円
。
２
回

目
以
降
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
３

万
円
。
改
正
前
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
場
合

は
、
改
正
後
の
初
回
の
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
回
目
以
降
の

補
助
金
は
、
回
数
制
限
な
く
３
年

ご
と
に
１
回
交
付
し
ま
す
。

問
防
災
課

　☎（
42
）４
２
２
２

　農
用
地
な
ど
を
貸
し
出
す
「
農

地
中
間
管
理
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）
で
は
、

農
用
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る
人

を
年
２
回
に
限
っ
て
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
通
年
で
募
集
し
ま
す
。
一
度

応
募
い
た
だ
け
ば
、
辞
退
さ
れ
る

ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権
利

が
継
続
し
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　農
林
課
☎（
42
）４
２
６
６

　市
は
保
健
事
業
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
総
合
健
康
診
断
の
費
用
を

８
割
助
成
し
ま
す
。
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
の
同
健
診
の
自
己
負
担

は
２
割
で
す
（
事
前
に
申
請
が
必

要
）。

対
象
／
市
国
民
健
康
保
険
に
続
け

て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
対

象
外
。
助
成
内
容
／
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り

半
日
）を
受
診
す
る
費
用
の
８
割
。

受
診
日
／
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

で
希
望
日
を
調
整
。
申
請
／
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
・
国
保

課
か
各
病
院
へ
。
そ
の
他
／
各
病

院
の
受
け
入
れ
可
能
数
と
市
の
予

算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ク
マ

の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方

か
ら
早
朝
は
ク
マ
の
活
動
時
間
帯

で
す
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。万
一
の
た
め
に
、

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク
マ
の

エ
サ
と
な
る
も
の
は
、
屋
外
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。受
付
は
各
ス
タ
ー
ト
時

間
の
30
分
前
厳
守
。競
技
内
容
／

２
㌔
＝
小
学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔

＝
小
学
４
〜
６
年
生
、
中
学
生
▽

５
㌔
＝
中
学
男
子
、高
校
生
、一
般

▽
10
㌔
＝
高
校
生
、一
般
。参
加
費

／
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、

高
校
生
・
一
般
＝
２
５
０
０
円
。

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
（
払

込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２
日

（
火
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
９
月
５
日
の

毎
週
火
曜
日
。
午
後
７
時
〜
９
時

（
８
月
15
日
は
除
く
）。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）。

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
／
３

２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て

５
月
12
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
交
付
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に

取
り
組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募

集
期
間
／
５
月
31
日（
水
）ま
で
。

交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、
対

象
経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額

（
交
付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応

じ
30
〜
６
６
６
万
円
な
ど
に
分
か

れ
ま
す
）。
申
請
方
法
／
所
定
の

申
請
書
を
市
役
所
市
民
協
働
課

か
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　春
の
里
山
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
事
前
に
電
話
で
市
観
光
協

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
も
完
全
予
約
制
で
最
少
催
行

人
数
は
６
人
以
上
、
参
加
費
は
５

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）。
昼
食

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

―

綾
部
・
水
源
の
里―

老
富
の
シ

ャ
ガ
群
生
地
を
訪
ね
る
＝
日
時
／

５
月
６
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
ご
ろ
。
集
合
・
解

散
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
コ
ー
ス
／
水
源
の

里
老
富
、
市
茅
野
集
落
・
シ
ャ
ガ

群
生
地
を
巡
る
約
10
㌔
（
歩
程
）。

備
考
／
小
雨
決
行
。
別
途
往
復
バ

ス
代
１
０
０
０
円
必
要
。
予
約
締

切
／
４
月
22
日（
土
）午
後
５
時
ま

で
。

―

逸
話
で
め
ぐ
る―

「
歴
史
人
物

Ｉ
Ｎ
♡
あ
や
べ
」＆
綾
部
バ
ラ
園

観
賞
＝
日
時
／
５
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

ご
ろ
。
集
合
・
解
散
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。

コ
ー
ス
／
南
ヶ
丘
公
園
や
花
街
・

月
見
町
、
熊
野
神
社
な
ど
を
巡
る

約
７
㌔
。
備
考
／
雨
天
中
止
。
予

約
締
切
／
５
月
18
日（
木
）午
後
５

時
ま
で
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
７
９
、
女
１
７
２
０
６
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
０
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　 

加
入
・
脱
退

平
成
29
年 

第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
補
助
金

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

農
用
地
の
借
受
け
を
通
年
募
集

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
特
集

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　  「
入
門
課
程
」
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　本
年
度
は
市
民
の
安
全
・
安
心

の
充
実
を
目
指
し
防
災
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
定
住
・
交
流

の
促
進
な
ど
に
向
け
、
よ
り
一
層

機
動
的
な
組
織
と
す
る
た
め
一
部

の
組
織
を
統
合
・
再
編
＝
表
＝
し

ま
し
た
。「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
か

ら
「
住
み
た
く
な
る
」、
さ
ら
に

は
「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
異
動
後

の
体
制
（
課
長
級
以
上
）
は
次
の

と
お
り
＝
太
字
は
新
任
（
異
動
）。

企
画
財
政
部 

部
長
＝
高
橋
学
▽

秘
書
広
報
課
長
＝
立
藤
聡
▽
秘
書

広
報
課
主
幹
＝
野
間
知
亜
紀
▽
企

画
政
策
課
長
＝
岩
本
正
信
▽
財
政

課
長
＝
吉
田
清
人

総
務
部 

部
長
（
総
務
防
災
室
長

事
務
取
扱
）
＝
白
波
瀬
清
孝
▽
次

長
（
税
務
課
長
事
務
取
扱
）
＝
梅

原
正
巳
▽
総
務
防
災
室
総
務
課
長

＝
大
槻
伸
一
▽
同
室
総
務
課
主
幹

＝
上
田
英
之
▽
同
室
防
災
課
長
＝

高
橋
一
彦

市
民
環
境
部 

部
長
＝
四
方
慎
行

▽
次
長
（
市
民
協
働
課
長
事
務
取

扱
）
＝
亀
井
洋
二
▽
市
民
・
国
保

課
長
＝
黒
田
美
鈴
▽
人
権
推
進
課

長
＝
松
原
哲
也
▽
環
境
保
全
課
長

＝
森
津
充
好
▽
同
課
主
幹
＝
白
波

瀬
巧

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
大
石
浩
明

▽
次
長
（
保
健
推
進
課
長
事
務
取

扱
）
＝
大
槻
広
敏
▽
民
生
児
童
課

長
＝
四
方
麻
美
▽
同
課
主
幹
（
物

部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）
＝
谷
口

留
美
子
▽
福
祉
課
長
＝
福
田
和
宏

▽
高
齢
者
支
援
課
長
＝
諏
訪
博
幸

▽
同
課
主
幹
＝
婦
木
し
お
り
▽
保

健
推
進
課
主
幹
＝
高
橋
ひ
と
み

農
林
商
工
部 

部
長
＝
安
村
和
洋

▽
次
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

＝
佐
々
木
隆
志
▽
次
長
（
商
工
労

政
課
長
事
務
取
扱
）
＝
吉
田
豊
▽

商
工
労
政
課
主
幹
＝
森
本
修
▽
農

林
課
長
＝
上
原
季
司
▽
同
課
主
幹

＝
小
松
健

定
住
交
流
部 

部
長
＝
四
方
秀
一

▽
定
住
・
地
域
政
策
課
長
＝
朝
子

直
樹
▽
同
課
主
幹
＝
井
上
浩
豪
▽

観
光
交
流
課
長
＝
四
方
雅
弘

建
設
部 

部
長
＝
大
槻
和
正
▽
監

理
課
長
＝
仲
井
渉
▽
建
設
課
長
＝

四
方
康
尚
▽
都
市
計
画
課
長
＝
四

方
博
▽
建
築
課
長
＝
白
波
瀬
敏
博

▽
同
課
主
幹
＝
飯
田
政
利

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
＝
山
西
や
よ
い

消
防
本
部 

消
防
長
＝
栁
原
秀
一

▽
次
長
＝
上
原
博
一
▽
管
理
課
長

＝
塩
見
幸
作
▽
予
防
課
長
兼
消
防

署
長
補
佐
＝
四
方
繁
行
▽
警
防
課

長
兼
消
防
署
長
＝
矢
田
谷
和
行

　

上
下
水
道
部 
部
長
＝
前
田
義
則

▽
上
水
道
課
長
＝
檀
野
彰
▽
下
水

道
課
長
＝
柳
田
嘉
宏

議
会
事
務
局 

局
長
＝
西
川
卓
男

▽
次
長
＝
飯
室
誠

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部

長
＝
岡
垣
美
樹
▽
参
事
＝
小
林
治

▽
学
校
教
育
課
長
＝
村
上
哲
也
▽

同
課
主
幹
＝
小
林
直
子
▽
社
会
教

育
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
主
幹

兼
資
料
館
長
＝
三
好
博
喜
▽
同
課

主
幹
兼
天
文
館
長
＝
大
槻
直
樹
▽

同
課
主
幹
兼
図
書
館
長
＝
生
駒
彩

子
▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

＝
小
林
敏
和
▽
綾
部
幼
稚
園
長
＝

渡
辺
真
千
子
▽
八
田
幼
稚
園
長
＝

吉
田
純
子

監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
四
方

恵
美
子
▽
同
局
主
幹
＝
梅
田
貞
二

　市
は
４
月
１
日
、
総
務
防
災
室
を
設
け
、
同
室
内
に

防
災
課
を
新
設
す
る
な
ど
組
織
を
一
部
改
編
。
職
員
１

４
６
人
に
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

表＝組織機構の改編内容（※太字部分が改編対象）

組
織
と
人
事

　
　
　
　よ
り
機
動
的
な
組
織
へ

行政担当
防災担当
情報管理担当
職員・人事担当

高齢者福祉担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

商業担当
工業担当
雇用促進担当

定住促進担当

水源の里担当
地域振興担当

管理担当
工務担当
簡易水道担当

学び推進担当
青少年担当
文化財担当
天文館担当
図書館担当

総務課

高齢者介護課

商工労政課

定住促進課

水源の里・
地域振興課

上水道課

社会教育課

総　務　部

福祉保健部

農林商工部

定住交流部

上下水道部

教育委員会
教　育　部

行政担当
情報管理担当
職員・人事担当
防災担当
高齢者福祉担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

商業担当
工業・雇用促進担当

定住促進担当
水源の里・地域振興担当

管理担当
上下水道収納担当
整備担当

学び推進・青少年担当
文化財担当
天文館担当
図書館担当

総務防災室

高齢者支援課

商工労政課

定住・地域政策課

上水道課

社会教育課

総務課

防災課

現　　　　行 改　　編　　後
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「第20回和木町梅まつり」（和木町農林
業振興組合主催）が３月12日に同町で開
かれました。会場では、ウメの加工品など
の販売やイノシシの丸焼き、地元団体に
よる演芸などが行われました＝写真下。
また、3月20日には豊里地区自治会連合
会と市が「第4回うめ梅まつり」を舘町の
綾部市梅林公園で開催。紅白の花が香る
会場周辺でミニＳＬの走行、和太鼓やギ
ターの演奏などが行われ、多くの家族連
れでにぎわいました＝写真上。

「ウメのまち」綾部でイベント多彩に

市資料館は３月25日、現在修復が進めら
れている光明寺二王門の歴史を学ぶ特別講
座を開催。資料館の職員が二王門の歴史や
構造について解説しました。参加した37人
は、映像資料を鑑賞するなどし、光明寺二王
門が鎌倉時代の高度な技法を使って建てら
れた府北部唯一の国宝建造物であることな
どについて学びました。

国宝の歴史を学ぶ

市消防団（白波瀬博之団長）が、消防庁
長官から、地域活動表彰を受賞。団員の確
保や火災発生の未然防止への取り組みな
どが評価されました。３月16日には市役所を
訪れ、市長らに報告。白波瀬団長は、「日ご
ろの活動が認められうれしい。今後も市内
で火災が発生しないよう、あらゆる取り組み
を実施し、地域防災力の向上に寄与できる
よう努力します」と話しました。

平成28年度
消防庁消防団等表彰を受賞

舞鶴・引揚語りの会（宮本光彦理事長）
が３月22日、シベリア抑留を体験した原
田二郎さん（安国寺町）のインタビューを
収録したＤＶＤを小中学校に寄贈。原田
さんは「子どもたちに戦争によって傷つ
いた兵士の気持ちなどを知ってもらい、
戦争を繰り返してはならないと感じてほ
しい」と思いを語りました。

抑留体験者の声
次世代に

6

　
市
は
、
綾
部
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
ま
ゆ
ピ
ー
」の
さ
ら

な
る
認
知
度
向
上
を
目
的
に
、
無

料
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス
タ

ン
プ（※

）を
綾
部
高
等
学
校
美
術

部
生
徒
と
協
働
で
制
作
。
こ
の
ほ

ど
ス
タ
ン
プ
が
完
成
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
運
営
会
社
に
登
録
申
請
を
行

い
ま
し
た
。
数
週
間
の
審
査
を
経

て
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　ス
タ
ン
プ
は
、
原
画
の
イ
ラ
ス

ト
を
生
徒
が
自
由
な
発
想
で
作
画

し
、
市
が
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
編

集
。
文
字
入
れ
な
ど
を
行
い
、
40

パ
タ
ー
ン
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
愛
ら
し
い
ス
タ
ン
プ
が
完
成
し

ま
し
た
。

　市
は
昨
年
度
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

通
じ
た
Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
、
幅
広

い
世
代
に
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
ス
タ
ン
プ
制
作
に
着
手
。

あ
や
べ
水
無
月
ま
つ
り
や
盆
お
ど

り
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
手
掛
け
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
同
校
美
術
部
と
一
緒

に
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　ス
タ
ン
プ
が
完
成
し
た
こ
と
か

ら
、
３
月
29
日
に
生
徒
が
市
役
所

を
訪
問
。
山
崎
善
也
市
長
に
報
告

し
、
完
成
し
た
ス
タ
ン
プ
の
イ
ラ

ス
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。
同
部
副

部
長
の
谷
口
由
佳
さ
ん
（
舞
鶴

市
）
は
「
ア
イ
デ
ア
を
社
会
に
発

信
す
る
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
使
っ
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。
苦
労

や
工
夫
し
た
点
な
ど
、
作
画
時
の

様
子
を
話
し
ま
し
た
。

（※

）Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で「
友
だ
ち
」と
文
字
で

会
話
す
る
際
に
使
用
で
き
る
イ
ラ

ス
ト
。イ
ラ
ス
ト
の
表
情
や
動
き
で
、

感
情
な
ど
が
表
現
で
き
る
。

の

LINEスタンプ　　LINEスタンプ完成
高校生

の

アイデア
が

形に

柔
軟
な
発
想
で
原
画
制
作

た
く
さ
ん
の
人
に
使
っ
て
ー

コミカルに表情を変えるまゆピーの原画

　自分自身スタンプをよく使う
ので、使いやすいものを作って
みようと思い、文字がなくても
表情や動きだけで伝わるように
描きました。作品を多くの人に
見てもらえるのでうれしいです。

　まゆピーはある程度ポーズや
表情が決まっているため、どう
やって表情や動きをつけるか苦
労しました。みんなで描いた原
画がスタンプになり、とてもう
れしいです。

土島夕佳さん（神宮寺町）土島夕佳さん（神宮寺町）
と しまゆう かと しまゆう か

まゆピーって？
　市制施行40周年を記念し、
平成２年に誕生した綾部市の
マスコットキャラクター。
当時の小中学生から公募した
名前は、市が養蚕と共に栄え
てきた歴史と日本初の「世界
連邦都市宣言」をしたまちで
あることから、繭と〝ピース
（平和）〟に由来しています。

坪内雄作さん（小畑町）坪内雄作さん（小畑町）

ラ  イ  ン

間もなく公開予定

〈 〉フレンズ(3)

けし太くん

あやちゃん

既読

10:06

10:05

10:05

既読
10:05

本当？

ねえねえ

まゆピーのラインスタンプが
できたよ！

10:07
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れた府北部唯一の国宝建造物であることな
どについて学びました。

国宝の歴史を学ぶ

市消防団（白波瀬博之団長）が、消防庁
長官から、地域活動表彰を受賞。団員の確
保や火災発生の未然防止への取り組みな
どが評価されました。３月16日には市役所を
訪れ、市長らに報告。白波瀬団長は、「日ご
ろの活動が認められうれしい。今後も市内
で火災が発生しないよう、あらゆる取り組み
を実施し、地域防災力の向上に寄与できる
よう努力します」と話しました。

平成28年度
消防庁消防団等表彰を受賞

舞鶴・引揚語りの会（宮本光彦理事長）
が３月22日、シベリア抑留を体験した原
田二郎さん（安国寺町）のインタビューを
収録したＤＶＤを小中学校に寄贈。原田
さんは「子どもたちに戦争によって傷つ
いた兵士の気持ちなどを知ってもらい、
戦争を繰り返してはならないと感じてほ
しい」と思いを語りました。

抑留体験者の声
次世代に
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　自分自身スタンプをよく使う
ので、使いやすいものを作って
みようと思い、文字がなくても
表情や動きだけで伝わるように
描きました。作品を多くの人に
見てもらえるのでうれしいです。

　まゆピーはある程度ポーズや
表情が決まっているため、どう
やって表情や動きをつけるか苦
労しました。みんなで描いた原
画がスタンプになり、とてもう
れしいです。

土島夕佳さん（神宮寺町）土島夕佳さん（神宮寺町）
と しまゆう かと しまゆう か

まゆピーって？
　市制施行40周年を記念し、
平成２年に誕生した綾部市の
マスコットキャラクター。
当時の小中学生から公募した
名前は、市が養蚕と共に栄え
てきた歴史と日本初の「世界
連邦都市宣言」をしたまちで
あることから、繭と〝ピース
（平和）〟に由来しています。

坪内雄作さん（小畑町）坪内雄作さん（小畑町）

ラ  イ  ン

間もなく公開予定
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